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【 は じ め に 】  

令 和 4 年 3 月 に 管 内 大 規 模 採 卵 鶏 農 場 (98 , 0 0 0 羽 飼 養 、 直 立 多

段 式 ケ ー ジ )に お い て 1 鶏 舎 (15 0 日 齢 )で の 死 亡 羽 数 増 加 の 通 報 が

あ り 、緊 急 立 入 検 査 を 実 施 し た 。立 入 検 査 時 に は 、ケ ー ジ の 1 段 、

2 段 目 で 散 在 し て 死 亡 し て お り 、 そ の 他 の 症 状 は 特 に 認 め ら れ な

か っ た 。 死 鶏 11 羽 、 生 鶏 2 羽 に つ い て 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 簡 易

検 査 を 行 っ た と こ ろ 、 す べ て 陰 性 で あ っ た た め 、 病 性 鑑 定 に よ る

原 因 究 明 及 び そ の 後 の 経 過 を 追 跡 し た 。  

【 方 法 1】  

生 鶏 3 羽 (No . 1 , 2 , 3 )、死 鶏 2 羽 (No . 4 , 5 )に つ い て 細 菌 学 的 検 査 、

ウ イ ル ス 学 的 検 査 、 病 理 組 織 学 的 検 査 、 寄 生 虫 検 査 を 定 法 に て 実

施 し た 。  

【 結 果 1】  

 細 菌 学 的 検 査 で は 死 鶏 1 羽 (No . 4 )の 肺 か ら Esc h e r i c h i a  c o l i

が 分 離 さ れ 、 小 腸 内 容 か ら Clo s t r i d i u m  p e r f r i n g e n s  A 型 が 10 1

～ 10 7C F U / g 分 離 さ れ た 。  

剖 検 所 見 に つ い て 、 図 1 に 示 す 。 5 羽 /5 羽 で 心 の う 炎 ・ 肝 包 膜

炎 (軽 度 )、 2 羽 /5 羽 で 卵 巣 形 成 不 全 、 4 羽 /5 羽 で 小 腸 膨 大 ・ 菲 薄

が 認 め ら れ た 。  

ウ イ ル ス 学 的 検 査 で は No. 1 の 肺 等 で 伝 染 性 気 管 支 炎 ウ イ ル ス

が 分 離 さ れ た 。 病 理 組 織 学 的 検 査 で は 十 二 指 腸 ・ 空 回 腸 の 壊 死 ・

剥 離 、 空 回 腸 ・ 盲 腸 で の コ ク シ ジ ウ ム の 寄 生 増 殖 （ 図 2） が 認 め

ら れ た 。 ま た 、 十 二 指 腸 に て グ ラ ム 陽 性 大 桿 菌 の 増 殖 （ 図 3） が

認 め ら れ た 。  

寄 生 虫 検 査 （ 図 4） で は 小 腸 ・ 盲 腸 内 容 物 か ら コ ク シ ジ ウ ム が

1.2×10 3～ 1.6×10 6 オ ー シ ス ト /g(以 下 OPG )検 出 さ れ 、遺 伝 子 検 査

に て Eim e r i a  t e n e l l a、 Ei m e r i a  b r u n e t t i、 Ei m e r i a  n e c a t r i x を

検 出 し た 。 農 家 へ の 聞 き 取 り で は 今 回 の 入 雛 は 空 舎 期 間 が 短 く 消

毒 が 不 十 分 と の こ と だ っ た 。  

【 方 法 2 】  

結 果 1 か ら コ ク シ ジ ウ ム の 強 い 関 与 が あ っ た た め 、

状 況 把 握 と し て 追 跡 調 査 を 行 っ た 。 農 家 本 人 に 各 鶏 舎 の 下 段 の

除 糞 ベ ル ト か ら 月 1 回 の 鶏 糞 採 材 を 依 頼 し 、 そ の 翌 日 糞 便 の 回 収

を 行 っ た 。 そ の 後 マ ッ ク マ ス タ ー 法 に て コ ク シ ジ ウ ム オ ー シ ス ト

の OPG を 計 数 し 、 そ の 推 移 を 測 定 し た 。  

【 結 果 2 】  



O P G 推 移 は 表 に 示 す 。 OPG は 1 0 2～ 10 3 と 全 体 的 に 少 数 で 推 移 し

て お り 、 オ ー シ ス ト が 検 出 さ れ な い 時 期 も 散 見 さ れ た 。 特 に 令 和

5 年 1 月 及 び 2 月 で は す べ て の 鶏 舎 か ら オ ー シ ス ト は 検 出 さ れ な

か っ た 。 令 和 4 年 8 月 で は す べ て の 鶏 舎 か ら オ ー シ ス ト が 検 出 さ

れ て お り 、 全 鶏 舎 に コ ク シ ジ ウ ム の 侵 入 が 認 め ら れ た 。  

【 考 察 】  

病 性 鑑 定 結 果 よ り 本 症 例 を 鶏 コ ク シ ジ ウ ム 病 、 鶏 ク ロ ス ト リ ジ

ウ ム ・ パ ー フ リ ン ゲ ン ス 感 染 症 、 鶏 大 腸 菌 症 の 併 発 と 診 断 し た 。

ま た 、 そ の 後 の 追 跡 調 査 か ら コ ク シ ジ ウ ム の OPG は 全 体 的 に 少 数

で 推 移 し て お り 、 オ ー シ ス ト が 検 出 さ れ な い 時 期 も 散 見 さ れ た 。

ま た 、 農 家 へ の 聞 き 取 り で は 鶏 に 異 状 は 認 め ら れ て い な い と の こ

と だ っ た 。た だ 、全 鶏 舎 に コ ク シ ジ ウ ム の 侵 入 が 認 め ら れ た た め 、

今 後 コ ク シ ジ ウ ム 病 の 再 発 の 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ た 。 鶏 コ ク

シ ジ ウ ム 病 は 寒 暖 差 や 換 気 不 良 等 の ス ト レ ス に よ る 発 症 が 知 ら

れ て お り 、 対 策 と し て 空 舎 期 間 中 の 清 掃 ・ 洗 浄 ・ 消 毒 が 必 要 で あ

る 。 農 家 へ の 聞 き 取 り で 、 今 回 の 入 雛 時 に は 空 舎 期 間 が 短 く 、 消

毒 が 不 十 分 だ っ た 。 そ こ で 、 こ れ ら の 対 策 に つ い て 指 導 を 行 っ た

が 、 農 家 の 方 針 で は 、 卵 の 安 定 供 給 の た め の 生 産 量 の 維 持 、 昨 今

の 飼 料 価 格 の 高 騰 と い う 厳 し い 現 状 が あ り 、 空 舎 期 間 の 確 保 よ り

生 産 開 始 を 優 先 さ せ た い と い う 方 針 で あ っ た 。 た だ 、 当 農 場 は 過

去 に も 同 時 期 に 鶏 コ ク シ ジ ウ ム 病 が 発 生 し て い る こ と か ら 、 対 策

を 改 善 し な け れ ば 鶏 コ ク シ ジ ウ ム 病 を 再 発 す る 恐 れ が あ り 、 再 度

緊 急 立 入 検 査 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 可 能 性 が あ る た め 、 発 症

予 防 の た め 対 策 の 徹 底 を 継 続 し て 指 導 し て い く 。  
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図1：病理組織学的検査

No.１ No.2 No.3 No.4

肉眼所見
生鶏 死鶏

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5
肝包膜炎・心嚢炎（軽度） + + + + +

脾臓退色 + + + + +
卵巣形成不全 + + - - -
小腸膨大・菲薄 + - + + +

図2:病理組織学的検査
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図3:組織学的検査
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図4:寄生虫検査

コクシジウムオーシスト
1.2×103～ 1.6×106OPG

鶏コクシジウム病
鶏クロストリジウム・パーフリンゲンス感染症

鶏大腸菌症

盲腸内容物

リアルタイムPCR
Eimeria tenella
Eimeria brunetti
Eimeria necatrix

診断

表：コクシジウム追跡調査
—：検出せず NT：実施せず

OPG 令和４年 令和５年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

A舎 2×102 3×102 5×102 2×103 ― ― 4×102 ― ―

B舎 ― 2×102 1.5×103 ― 4×102 NT ― ― ―

C舎 2×102 3×102 2×102 ― 2×102 2×102 ― ― ―

D舎 ― ― 1.2×103 ― 2×102 ― 2×102 ― ―

E舎 1×102 8×102 1×102 6×102(大型)
2×102(小型) 6×102 4×102 ― ― ―

全鶏舎にコクシジウムの侵入が認められた


